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の方法論に基づき新たな NN を 2 種類提案するとともに，ヒューマン・マシン・インタフェースへの応用について述
べる．以下，本論文の概要を示す． 
第 1章では，本研究の背景と目的について述べた後，従来研究と本研究の位置付けを明確にする． 












 第 4章では，Time-series Discriminant Component Analysis (TSDCA) を展開した次元圧縮型リカレント確率 NN
を提案する．TSDCAは混合正規分布を確率密度関数に持つ隠れマルコフモデルと，正規直交変換行列を組み合わせた
モデルであり，高次元時系列信号の次元を圧縮して識別可能である．また，TSDCAを NNへ展開することにより，次
元圧縮と識別に関するパラメータを重み係数として一括的に学習できる．これにより，識別に適切な次元圧縮を獲得
でき，高次元時系列信号の精度良い識別と計算時間の削減を実現できる．実験では，人工データを用いて識別精度を
低下させることなく学習時間を削減できることを示す．また，脳波識別実験により実データに対する有効性を示す． 
第 5 章では，確率モデルニューラルネットワークを応用したブレイン・マシン・インタフェースを提案する．提案
法では，人の頭皮表面から計測した脳波信号に対しウェーブレットパケット展開を施すことにより信号の特徴を抽出
する．抽出した特徴量に対して次元圧縮型リカレント確率 NN を用いて識別することにより，使用者の意図を推定可
能である．実験では，提案法により被験者の脳波から運動イメージを精度よく識別できることを示すとともに，家電
機器をリアルタイムで制御可能であることを示す． 
第 6章では，本論文の要約と今後の研究課題について述べる． 
